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入
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式

に

先

が

け

、

3

月

31
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採

用

者
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の

た

め

総

合

研

修

セ

ン

タ

ー

に
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び
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働
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合
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は

あ
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た
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で

す

。

研

修

中

に

加

入
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要

は

あ

り

ま

せ

ん
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「

悩

み

は

み

ん
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で

解

決
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と
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「
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労
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に
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働
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由
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め
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う
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横

断
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げ
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修
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お
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、
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く

お

願

い

し

ま

す
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と

声

を

か

け

ま

し

た
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グ

ッ

ズ

を

手

渡
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と

「

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

」

な

ど

緊

張
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た

面

持
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で

新

入

社

員

の

方

た

ち

は

受

け

取
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、
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セ

ン
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た
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入
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さ

れ

た

、

新

入

社

員

の

皆

さ

ん

。

ご

入

社

お

め

で

と

う

ご

ざ

い

ま

す

。

社

会

人

と

し

て

の

第

一

歩

を

ス

タ

ー

ト

さ

れ

た

こ

と

を

国

労

東

海

本

部

を

代

表

し

心

よ

り

お

祝

い

申

し

上

げ

ま

す

。

私

た

ち

国

鉄

労

働

組

合

は

、

産

業

別

全

国

単

一

組

織

と

し

て

、

Ｊ

Ｒ

東

海

を

は

じ

め

全

国

の

Ｊ

Ｒ

各

社

で

働

く

仲

間

で

組

織

さ

れ

た

労

働

組

合

で

す

。戦

後

間

も

な

く

「

も

う

二

度

と

戦

争

は

い

や

だ

」

「

や

は

り

平

和

が

一

番

だ

」

と

の

思

い

か

ら

、

結

成

さ

れ

71

年

が

経

過

し

ま

す

が

、

結

成

以

来

一

貫

し

て

、

利

用

さ

れ

る

方

が

、

安

全

で

安

定

し

た

公

共

交

通

機

関

の

前

進

、

労

働

者

の

生

活

と

権

利

を

守

る

運

動

、

ま

た

、

日

本

の

平

和

と

民

主

主

義

を

守

る

取

り

組

み

を
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開

し

て
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ま

し

た
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、
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客
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て

い

た
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切
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皆
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で

働

く

仲

間

で

組

織

さ

れ

た

労

働

組

合

で

す

。戦

後

間

も

な

く

「

も

う

二

度

と

戦

争

は

い

や

だ

」

「

や

は

り

平

和

が

一

番

だ

」

と

の

思

い

か

ら

、

結

成

さ

れ

71

年

が

経

過

し

ま

す

が

、

結

成

以

来

一

貫

し

て

、

利

用

さ

れ

る

方

が

、

安

全

で

安

定

し

た

公

共

交

通

機

関

の

前

進

、

労

働

者

の

生

活

と

権

利

を

守

る

運

動

、

ま

た

、

日

本

の

平

和

と

民

主

主

義

を

守

る

取

り

組

み

を

展

開

し

て

き

ま

し

た

。

Ｊ

Ｒ

東

海

の

最

大

の

使

命

は

、

安

全

・

安

定

輸

送

の

確

立

で

す

。

東

海

道

新

幹

線

や

そ

れ

に

接

続

す

る

在

来

線

は

、

公

共

交

通

機

関

と

し

て

、

多

く

の

お

客

様

を

目

的

地

ま

で

安

心

し

て

利

用

し

て

い

た

だ

く

事

が

最

も

大

切

で

す

。

皆

さ

ん

も

現

場

配

属

後

は

、

安

全

最

優

先

の

意

識

を

常

に

高

く

持

ち

業

務

に

つ

い

て

い

た

だ

き

た

い

と

思

い

ま

す

。

私

た

ち

国

労

は

、

直

接

現

場

で

働

く

労

働

者

と

し

て

、

常

日

頃

か

ら

安

全

に

関

す

る

問

題

意

識

を

高

め

、

全

職

場

で

仕

事

・

安

全

総

点

検

運

動

を

展

開

し

て

い

ま

す

。

ま

た

、

鉄

道

を

利

用

さ

れ

る

お

客

様

に

安

心

を

提

供

す

る

の

は

も

ち

ろ

ん

、

労

働

者

が

、

安

心

し

て

働

き

が

い

の

あ

る

職

場

に

す

る

た

め

、

労

働

条

件

・

職

場

環

境

の

改

善

に

向

け

対

応

し

て

い

ま

す

。

皆

さ

ん

は

、

今

後

社

会

人

と

し

て

成

長

し

て

い

く

段

階

に

お

い

て

、

仕

事

面

や

プ

ラ

イ

ベ

ー

ト

で

多

く

の

問

題

や

悩

み

と

向

き

合

う

こ

と

が

あ

る

と

思

い

ま

す

が

、

そ

の

時

は

ぜ

ひ

、

国

労

組

合

員

に

相

談

し

て

く

だ

さ

い

。

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

も

開

設

し

て

い

ま

す

の

で

ア

ク

セ

ス

し

て

み

て

く

だ

さ

い

。

国

労

は

、

常

に

仲

間

を

大

切

に

し

て

き

た

労

働

組

合

で

す

。

皆

さ

ん

の

悩

み

に

も

、

真

剣

・

親

切

・

丁

寧

に

対

応

す

る

こ

と

が

で

き

ま

す

の

で

、

気

軽

に

声

を

か

け

て

み

て

下

さ

い

。

会

社

の

中

に

は

い

く

つ

か

の

労

働

組

合

が

あ

り

ま

す

が

、

国

労

は

常

に

労

働

者

の

立

場

に

立

っ

て

、

数

多

く

の

困

難

を

乗

り

切

っ

て

来

た

歴

史

あ

る

労

働

組

合

で

す

。

ぜ

ひ

私

た

ち

と

と

も

に

、

Ｊ

Ｒ

東

海

と

関

連

企

業

の

発

展

の

た

め

、

な

ん

で

も

物

が

言

え

、

風

通

し

の

良

い

職

場

を

と

も

に

築

い

て

い

き

ま

し

ょ

う

。
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